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No. 31 (1986) 

N-(2ーピリジルメチル〉イミノジ酢酸の99mTc標識体の体内挙動

加留部善晴＊，三浦純子＊，岩本浩司＊，前田辰夫＊＊，松島美一

〔日本薬学会第 106年会（1986年 4月，千葉）で発表〕

新しいコンプレキサン型配位子， N-(2－ピリジルメチル〉イミノジ酢酸（2干MIDA）を合成し，

その 99mTc錯体の放射性医薬品としての可能性を検討した。 2-PMIDAは2司アミノメチルピリジ

ンとモノクロル酢酸ナトリウムの反応により合成したo 99mTc錯体はスズ還元法により調製，生

成を TLCにより確認したo99mTc錯体を正常および担がん動物に静注，シンチカメラにより放

射能の体内動態を経時的に撮影した。また，投与一定時間後の放射能の臓器・組織分布を rシ

ンチレーションカウンターで測定した。

2-PMIDAの 99mTc錯体は速い血中クリアランスを示し，腎臓より排世された。腫場部位は静

注1時間後に鮮明に描画されたが，大部分の放射能が排世されたため撮影に時間を要した。この

錯体は腎臓機能診断薬として有用であることが示唆された。

串福岡大学薬学部

料九州がんセンター

コンブレキサンおよびそのりン酸誘導体の錨体による腫癖シンチゲラフィ一本

加留部善晴＊＊，高田二郎＊＊，藤井純子料，岩本浩司料，松島美一

〔第3同 金属の関与する生体関連反応シンポジウム (1986年 6月，名古屋）で発表〕

コンブレキサンおよびそのリン酸誘導体に属する配位子 14種を合成し，その 99mTc錯体を担

がん動物に投与し放射能の動態および臓器分布を調べた。 14種のなかでは N-(2-acetoarnido)-

iminodiacetic acid (ADA）錯体が最もがん親和性が大であった。 N-(2予yridylmethyl)iminodi-

acetic acid (PMIDA）錯体は腫虜取り込みは少なく腎機能診断に有用となる可能性を示した。コ

ンプレキサン型配位子のカルボキシル基を phosphonicacidで置換したりン酸誘導体の錯体の多

くは骨親和性が大で，優れた腫蕩診断剤となる可能性は少なかった。

＊ 要旨は ］.Pharmacobio-Dyn., 10, s-7 (1987）に発表

料福岡大学薬学部
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